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外来生物vsアカハライモリ

次回　イモリの病気

　外来生物とは、意図的また非意図的に、人
によって自然分布域から持ち出され、新しい
場所で暮らす生き物のことです。日本でも、
動物や植物、菌類などあらゆる種類の外来生
物が確認されています。
　外来生物が侵入することによって、どんな
問題が起こるかを知っているでしょうか。在
来の生物の数を減らしてしまったり、病気や
怪我の原因となったり、環境や産業が影響を
受けたりと、さまざまな悪影響があります。
　アカハライモリをはじめとした日本の両生
類は、この外来生物に大きな影響を受けま
す。日本は両生類が多く、かつ固有種も多い
からです。今回のイモリしんぶんでは、アカ
ハライモリの状況を軸に、外来生物が在来生
物に与える影響について紹介します。
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　日本におけるラナウイルスの確認は、外来
のウシガエルからでした（環境省より　平成
20年報告）。ラナウイルスに感染すると、高
い確率で死亡します。

※池などの水草がなくなると、水質が悪化した
り、捕食者に見つかりやすくなったりします。

ラナウイルスの
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① アカハライモリを食べるよ
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識～食べられるい
ウシガエルはアカハライモリの 幼体を食べるこ

アメリカザリガニはアカハライモリを 攻撃した
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